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方
針
方
針予算

予
算

市政方針説明を行う新宮正志市長
（２月２６日・議場）

「協働改革元年」。

平成１６年度を新たなスタートの年

と位置付けました。

住民自治による自主・自立に向け

た取り組みを示した市政方針の主

な内容と予算、教育行政方針説明

の概要をお知らせします。

［各会計予算の総括表］

前年度比（％）予　算　額区　　分

－３．４４１２億１，７００万円一　般　会　計

＋０．５１０３億円国民健康保険
特　

別　

会　

計

－２７．７１０億４，４００万円土地区画整理

－１５．７１２億６，９００万円住 宅 事 業

０１１８億１，７００万円老 人 保 健

＋３．６５４億１，６００万円介 護 保 険

－１．３２９８億４，６００万円小　　　　計

－８．６２９億８，１００万円水 道 事 業

企　

業　

会　

計

－２５．０１，５００万円工業用水道事業

－２．４１０９億２，８００万円病 院 事 業

－１８．３２億５，０００万円中央卸売市場事業

＋４．３２，４００万円白鳥台開発事業

－１３．３５億　４００万円港湾整備事業

－６．５４６億５，７００万円下 水 道 事 業

－４．９１９３億５，９００万円小　　　　計

－３．０９０４億２，２００万円合　　　　　計

平成１６年度予算額 （　）内は前年度比

一般会計　412億1,700万円（3.4％減少）
実質規模は388億5,700万円（7.6％減少）

特別会計　298億4,600万円（1.3％減少）
実質規模は292億3,300万円（1.1％減少）

企業会計　193億5,900万円（4.9％減少）

総　　額　904億2,200万円（3.0％減少）
実質規模は874億4,900万円（4.9％減少）

※実質規模は減税補てん額の借り換え分、ＮＴＴ債償還分及び会計間の
　貸し付けを除いた額

一般会計予算額の内訳　（　）内は前年度比

歳入 

市税（－4.0％） 
129億8,500万円 

地方交付税（－3.1％） 
78億7,600万円 

国庫支出金（0％） 
63億7,400万円 

諸支出金（6.3％） 
64億200万円 

市債（17.7％） 
52億3,100万円 

公債費（29.7％） 
57億1,100万円 

教育費（＋4.1％） 
22億8,000万円 

道支出金（＋5.8％） 
15億9,800万円 

衛生費（－4.3％） 
17億1,800万円 

土木費（＋6.8％） 
22億2,200万円 諸収入（－14.0％） 

33億600万円 

その他（－36.2％）11億8,100万円 

 地方消費税交付金（＋16.5％） 
11億5,100万円 

使用料及び手数料（－3.9％）8億3,900万円 

地方譲与税（＋38.0％）6億7,600万円 

商工費（－11.5％）13億2,100万円 

 

民生費（＋2.9％） 
　98億9,500万円 

職員費（－12.012.0％） 
8383億7,2007,200万円万円 
職員費（－12.0％） 
83億7,200万円 

 

港湾費（－53.6％）8億2,100万円 

 

総務費（－30.1％） 
13億9,400万円 

歳出 

その他（－5.8％）10億8,100万円 

※前年度比は平成１５年度６月補正後予算額との比較
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私
は
、
３
期
目
の
市
政
を
担
う
に
あ
た
り

「
４
つ
の
指
針
と　

の
政
策
」
の
実
現
に
向

34

け
市
政
運
営
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
企
業
の
破
た
ん
や

フ
ェ
リ
ー
航
路
の
存
続
危
機
な
ど
が
相
次
ぎ
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
大
胆
な
行
財
政
改
革
が
迫

ら
れ
た
年
で
し
た
。

　

し
か
し
、
年
末
ま
で
に
は
企
業
再
建
の
方

向
づ
け
や
、
フ
ェ
リ
ー
の
事
業
家
管
財
人
の

決
定
な
ど
が
さ
れ
、
基
幹
企
業
は
、
い
ず
れ

も
フ
ル
生
産
で
年
を
越
す
な
ど
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
向
け
た
力
強
い
動
き
も
感
じ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

国
か
ら
の
税
源
移
譲
や
、
市
税
収
入
の
動

向
が
不
透
明
な
中
で
も
、
行
財
政
基
盤
の
再

構
築
に
向
け
、「
行
財
政
改
革
」
を
実
行
し
、

市
民
と
協
働
す
る
「
も
の
づ
く
り
の
マ
チ
」

と
し
て
の
再
生
に
努
力
し
、
今
後
、「
ピ
ン

チ
の
中
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
」
と
い
う

自
信
を
も
と
に
、
市
民
と
と
も
に
こ
の
変
化

の
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
く
決
意
で
す
。

　

本
市
は
、
港
と
と
も
に
歩
む
「
も
の
づ
く

り
の
マ
チ
」
と
し
て
長
い
歴
史
を
刻
み
、
輝

か
し
い
伝
統
と
資
産
を
受
け
継
ぐ
一
方
、
高

度
成
長
期
以
降
の
産
業
構
造
の
急
速
な
変
動

に
よ
る
人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
な
ど
厳

し
い
変
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
き
な
転
換
の
中
に
あ
る
室
蘭
を
根

底
か
ら
見
つ
め
直
し
、「
改
革
・
再
生
・
創

造
」
を
信
条
と
し
て
、
未
来
に
つ
な
が
る
ま

ち
づ
く
り
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
５
年
間
の
収
支
不
足
額
が
約　

億
円

52

に
な
る
と
の
試
算
結
果
か
ら
、
財
政
再
建
団

体
に
陥
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
市
民
と
と

も
に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
協

働
改
革
プ
ラ
ン
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
後
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
困
難
を
分
か
ち
合
い
、
改
革

へ
の
理
解
・
参
加
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

ス
ピ
ー
ド
と
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、
協

働
の
精
神
を
発
揮
し
、
積
極
果
敢
に
行
動
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
室
蘭
の
自
主
・
自
立
は
、
幾
多
の

改
革
と
再
生
に
向
け
た
努
力
を
積
み
重
ね
、

市
民
自
治
に
基
づ
く
創
造
性
が
発
揮
さ
れ
る

中
で
、
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

私
は
、
自
治
の
本
旨
に
立
ち
返
り
、
行
政

を
ス
リ
ム
化
し
て
い
く
中
で
、
よ
り
質
の
高

い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
行
政

と
、
市
民
や
企
業
、
大
学
、
町
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
の
、「
市
民
協
働
」

に
よ
る
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
事
業
効
果
を

見
定
め
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
な

が
ら
、
本
市
が
持
つ
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
て
、
創
造
的
な
政
策
形
成
に
努
め
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
り
当
初
に
約
８
億
３
千

　

万
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か

700ら
、徹
底
し
た
総
点
検
・
見
直
し
を
行
う
と
と

も
に
、
４
項
目
を
政
策
の
柱
と
定
め
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
で
、
経
済
状
況
の

影
響
等
に
よ
る
減
少
で
、
市
税
は
、　

億
円

130

を
割
り
込
み
、
地
方
交
付
税
・
臨
時
財
政
対

策
債
な
ど
を
合
わ
せ
て
、
前
年
度
に
比
べ
一

般
財
源
で
約
９
億
７
千
万
円
が
減
少
。
国
の

「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ
る
地
方
負
担
の

増
大
な
ど
、
財
政
見
通
し
に
比
較
し
て
も
大

幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
協
働
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
に
よ

り
、
節
減
効
果
は
目
標
を
上
回
る
約　

億
８

12

千　

万
円
に
の
ぼ
り
、
財
源
の
減
収
を
カ
バ

700
ー
し
て
い
ま
す
。
備
荒
資
金
組
合
積
立
金
を

取
り
崩
す
こ
と
な
く
、
収
支
均
衡
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
職
員
の
給
与
見
直
し
に
よ
り
、
人
件
費
を

大
幅
に
削
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
の
あ

り
方
な
ど
の
徹
底
し
た
見
直
し
に
よ
り
、
内

部
経
費
等
の
圧
縮
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
、
負
担
の
あ
り
方

を
見
直
す
視
点
で
、「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
浴
料
の
負
担
」、「
除
雪
の
出
動
基
準
の
見

直
し
」
に
よ
る
経
費
節
約
な
ど
の
ほ
か
、
補

助
金
の
カ
ッ
ト
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

◆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
民

間
委
託
や
、
公
共
施
設
の
配
置
や
あ
り
方
な

ど
の
見
直
し
を
続
け
ま
す
。

◆
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
民

活
動
の
相
互
連
携
を
図
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
や
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
公
園
、
道
路

の
自
主
的
な
美
化
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
実

施
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
ま
す
。

◆
各
種
委
員
会
で
の
市
民
公
募
委
員
の
拡
大

な
ど
、
市
民
参
加
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
や
、

行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
地
域
の
人
材
を
掘

り
起
こ
し
、
協
働
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
市
職
員
が
進
ん
で
市
民
の
輪
に

加
わ
り
、
と
も
に
汗
を
流
す
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

◆
市
民
と
行
政
の
情
報
の
共
有
化
に
向
け
、

広
報
紙
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
様
々
な
媒
体
の
活

用
と
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
な

ど
に
よ
り
充
実
し
た
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

◆
情
報
公
開
条
例
の
見
直
し
や
、
各
種
委
員

会
の
公
開
な
ど
、
情
報
の
公
開
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
と
行
政
の
情
報
交
換
を
充
実
す

る
た
め
、
公
共
端
末
な
ど
の
活
用
や
、
近
隣

市
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
共
同

利
用
を
進
め
、
地
域
の
情
報
化
を
推
進
し
ま

す
。
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「
行
政
改
革
」
の
断
行

「
市
民
協
働
」
の
推
進

「
も
の
づ
く
り
の
マ
チ
」
の
推
進

「
少
子
・
高
齢
時
代
」へ
の
対
応
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◆
室
蘭
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
、
室
蘭
工
業
大
学

な
ど
と
の
産
・
学
・
官
連
携
に
よ
る
「
も
の

づ
く
り
創
出
支
援
事
業
」
や
「
新
分
野
展
開

支
援
事
業
」
な
ど
に
よ
り
新
技
術
を
育
て
る

と
と
も
に
、
新
製
品
の
開
発
や
販
路
開
拓
の

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
若
者
の
雇
用
確
保
を
目
指
し
た「
若
い
力
・

人
づ
く
り
奨
励
金
」
や
、
失
業
者
を
支
援
す

る
「
再
就
職
援
助
奨
励
金
」
な
ど
に
よ
り
雇

用
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
職
業
能
力
開
発
支
援
事
業
」
と

し
て
、
従
来
の
事
業
を
整
理
統
合
し
、
情
報

処
理
資
格
取
得
に
よ
る
雇
用
拡
大
を
目
指
し

ま
す
。

◆
企
業
誘
致
は
、
地
元
企
業
と
連
携
し
た
情

報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
し
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
に
よ
り
積
極
的
に
情

報
を
発
信
し
、
環
境
産
業
に
重
点
を
お
い
た

企
業
誘
致
を
図
り
ま
す
。

◆
環
境
産
業
拠
点
形
成
の
取
り
組
み
で
は
、

室
蘭
工
業
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
設

立
を
は
じ
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
の
新
規
企

業
の
進
出
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
環
境
産

業
が
集
う
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
化
へ
向
け
、
さ
ら

な
る
推
進
と
、
地
域
活
動
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

◆
市
民
参
加
の
も
と
、「
環
境
基
本
条
例
」

の
制
定
を
進
め
、
環
境
に
対
す
る
方
向
を
よ

り
確
か
に
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

◆
し
尿
の
効
率
的
な
処
理
を
行
う
「
し
尿
前

処
理
施
設
」
の
工
事
を
開
始
し
、
平
成　

年
17

度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

◆
環
境
産
業
の
中
核
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
広
域
処
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
昨
年　

月
、
国
か
ら
拡
大
要
請
が
あ
り

11

ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
市
民
意
見
の
把
握

や
、
宮
城
県
知
事
か
ら
の
直
接
の
検
討
要
請

を
受
け
、
取
り
組
み
経
過
を
伺
う
と
と
も
に
、

　

県
の
検
討
状
況
、
事
業
を
拡
大
し
た
場
合

15の
安
全
性
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
見
解
な
ど

を
総
合
的
に
判
断
し
、
安
全
性
確
保
の
目
途

が
立
っ
た
こ
と
や
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
早
期

処
理
に
よ
る
日
本
の
環
境
保
全
へ
の
貢
献
、

環
境
産
業
都
市
形
成
へ
向
け
た
地
域
振
興
へ

の
効
果
な
ど
か
ら
、
拡
大
要
請
を
受
け
入
れ

る
方
向
で
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
後
も
市
民
理
解
に
努
め
、
３
月
末
に
最
終

的
な
結
論
を
出
し
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

◆
室
蘭
港
で
は
、
フ
ェ
リ
ー
岸
壁
の
耐
震
化

等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
国
際
テ
ロ

対
策
の
保
安
対
策
整
備
を
進
め
ま
す
が
、
中

央
ふ
頭
の
客
船
バ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
市
民

に
開
か
れ
た
空
間
と
し
て
フ
ェ
ン
ス
を
移
動

式
に
す
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
整

備
を
進
め
ま
す
。
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
存
続
に

つ
い
て
は
、
岸
壁
の
耐
震
化
・
公
共
ふ
頭
化

や
港
湾
の
利
用
促
進
に
向
け
た
活
動
と
連
動

し
て
対
応
を
図
り
ま
す
。

◆
祝
津
地
区
で
整

備
を
進
め
て
き
た

親
水
緑
地
は
、
本

年
度
中
に
砂
場
部

分
の
供
用
を
開
始

し
、
白
鳥
大
橋
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
の
た
め
、
有

効
活
用
を
図
り
ま

す
。

◆
温
泉
開
発
は
、

市
民
の
心
身
リ
フ

点線後の数字は予算額（単位：万円）
○新 は新規、○拡 は拡充

６ページの「協働改革プランの主な実施効果」
を参照

○市民参画　

▼市内ＮＰＯ等のまち
づくりネットワーク形
成推進……………○拡 １３

▼「市民協働」の推進
［行政ボランティアの
公募、地域住民による
公共の場の自主管理制
度の推進など］…○新 ２２
○民間委託等

▼広報むろらん編集［紙面レイアウトを一部
民間事業者に委託］………………………○新 １３４

▼白鳥保育所運営管理［福祉事業協会に委託
（指定管理者制度）］ …………………○新 １０,５１２

▼スクール児童館運営管理［中島・日新小学
校内に開設］ ･…………………………○新 １,１５０

▼中央卸売市場運営管理［管理部門の一部委
託］…………………………………………○新 ５１６

○ものづくりのマチ　

▼全国たたらサミット
開催補助…………○新 ３０

▼ものづくり創出支援
事業 　 ……………１,５４０

▼新分野展開支援事業
補助　……………○新 １６６

▼企業誘致推進…○拡 ２６８
○環境

▼環境産業拠点形成事業　…………………２１２

▼環境基本条例制定・基本計画策定に向けた
取り組み……………………………………○拡 ６７

▼西いぶり廃棄物処理広域連合への負担金
［多目的広場・緑地の整備］ ………○拡 ６３,２０９

▼し尿前処理施設整備 ………………○拡 １６,７２９

▼畜産環境保全施設整備事業補助［たい肥製
造施設を新たに１基増設］………………○拡 ９５０
○雇用対策

▼職業能力開発支援事業　…………………５５０

▼再就職援助奨励金　………………………６３０

▼若い力・人づくり奨励金　 ……………１,１５０

▼母子家庭等自立支援給付金支給事業
　　　　　　　　　　　…………………○新 １０６

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

「行財政改革」の断行

「市民協働」の推進

「ものづくりのマチ」の推進

環境産業のコンビナート化に取り組む
（写真はリサイクル資源の活用を進める
日鐵セメント）

港湾の利用促進に向けフェリーふ頭などを整備
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５

レ
ッ
シ
ュ
や
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
な
施
設

と
し
て
、
民
間
活
力
に
よ
る
「
民
設
民
営
」

の
開
発
を
考
え
、
事
業
者
公
募
の
検
討
を
進

め
ま
す
。

◆
追
直
地
区
の
Ｍ
ラ
ン
ド
計
画
で
は
、
周
辺

の
歩
道
整
備
を
実
施
し
、
市
民
と
一
体
と
な

っ
た
生
産
・
研
究
・
観
光
な
ど
、「
ふ
れ
あ

い
」と
「
つ
く
り
育
て
る
」
漁
港
づ
く
り
に

向
け
着
実
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

◆
少
子
化
へ
の

対
応
は
、
４
月

に
オ
ー
プ
ン
す

る
中
島
保
育
所

に
子
育
て
相
談

ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
移
転
す

る
ほ
か
、
市
内

で
初
め
て
の
休

日
保
育
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
対
策
の
推
進
を
図

る
た
め
「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

◆
高
齢
化
へ
の
対
応
は
、
介
護
保
険
制
度
の

適
切
な
運
営
を
柱
と
し
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
増
進
と
社
会
参
加
を
進
め
ま
す
。

◆
障
害
者
へ
の
対
応
は
、
支
援
費
制
度
の
充

実
に
取
り
組
み
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
な
ど
、
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

◆
市
立
室
蘭
総
合
病
院
で
は
、
救
急
や
重
症

疾
患
に
対
応
す
る
特
定
集
中
治
療
室
を
整
備

し
、
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
の
拡
大
に
向
け
、

体
制
を
整
備
し
、
救
急
業
務
の
高
度
化
と
救

命
率
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

◆
東
室
蘭
駅
の
自
由
通
路
の
工
事
に
取
り
か

か
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
と
連
携
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
に
配
慮
し
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し

ま
す
。

　

本
市
の
人
口
は
、　

万
人
を
下
回
る
事
態

10

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
ち
に
市
政
運
営
に
直
接
的
な
影
響
は

な
い
と
し
て
も
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
、

若
年
者
の
減
少
と
い
う
人
口
構
成
の
変
化
に

対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
、　

万
都
市
で

10

あ
っ
た
一
つ
の
誇
り
、
市
民
の

思
い
に
、
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
否
め
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
協
働
改
革
で
発
揮
し

た
根
本
か
ら
見
直
す
姿
勢
と
、

困
難
か
ら
プ
ラ
ス
志
向
の
創
造

的
解
決
を
導
く
発
想
で
、
子
供

や
若
者
、
高
齢
者
が
世
代
を
超

え
て
協
働
・
共
生
す
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
制
度
や
地
域
概
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
定
住
対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
特
性
を
生
か
し
た
住
環
境
の
実
現
や
、

学
校
統
合
に
よ
る
平
坦
な
土
地
の
確
保
な
ど
、

市
民
・
企
業
の
理
解
と
協
力
の
も
と
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、
平
成　

年
度
を「
協
働
改
革
元
年
」、

16

新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
位
置
付
け
、
改
革

か
ら
は
じ
ま
る
再
生
・
創
造
の
ま
ち
づ
く
り

に
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
す
。

図書館ボラン
ティア「わに
の会」は、市　
民が担う公共　
サービスの新　
しいかたち

高齢者の生きがい増進を図る（総合福祉センター）
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移転新築し
た中島保育
所では、子
育て支援機
能の充実を
図る

○児童福祉

▼次世代育成支援行動計
画策定　……………○新 ２７０

▼白鳥保育所改修
　………………… ○拡 １,８７７

▼休日保育［中島保育所で実施］………○新 ５００

▼一時保育［中島・常盤保育所で実施］
……………………………………………○拡 ３９８

▼乳児（産休明け）保育［８保育所で実施］
…………………………………………○拡 １１,８５０

▼児童手当［支給対象年齢の上限を６歳から
９歳に拡大］ …………………………○拡 ４１,２０２

▼児童館・児童クラブの開設時間延長
……………………………………………○拡 ５０６

▼スクール児童館整備　…………………○拡 ６６９
○学習環境

▼不登校対策訪問アドバイザー［２人から４
人に増員］　………………………………○拡 ８９１

▼星蘭中学校建設 ……………………○拡 ４３,５６３

▼朝陽・母恋小学校統合校建設のための地質・
測量調査　…………………………………○新 ５９０

▼小中学校パソコン等整備 （２２２台）…○拡 １,８０４

▼特別支援学級開設［常盤・本室蘭小学校、
北辰・蘭東中学校に開設］･……………○拡 ６５０

▼私立幼稚園就園奨励費補助　 ………○拡 ７,２５３

▼給食センター施設整備　 ……………○拡 ３,２８５
○バリアフリー推進

▼共生のまち推進事業［身体障害者デイサー
ビス車両整備、坂道手すり設置］ ……○拡 ３,１４０

▼市場通線、東口通線歩道改良［バリアフリ
ー化］ ……………………………………○拡 ６,４００
○高齢者福祉

▼「いきいきデイ銭湯」事業　 …………１,５６４

▼配食サービス事業　 ……………………２,８８３
○障害者福祉

▼支援費制度による扶助費等 　………１１８,７４１
○健康

▼救急業務の高度化に向けた取り組み
……………………………………………○拡 ４８０

▼保健事業［国保加入者の脳ドック助成件数
の拡大］……………………………………○拡 ６４８

▼市立病院の特定集中治療室（ＩＣＵ）整備
等 …………………………………………５３,９８９
○都市基盤整備等

▼ＴＶ難視聴対策［崎守町を対象］ …○新 ２,３４７

▼追直新港区整備［トイレ、遊歩道、植栽な
ど］ …………………………………………６,６６０

▼東室蘭駅周辺地区整備 ………………３６,３０１

▼知利別川整備 （受託事業）…………○拡 ３３,３１６

▼港湾整備（フェリー岸壁の耐震化、祝津地
区の親水緑地整備等） …………………６８,６００

▼市営住宅シャワーユニット整備［白鳥台団
地でモデル実施］…………………………○新 ３７０

市政方針、教育行政方針説明の全文と平成１６

年度予算の概要については室蘭市のホームペ

ージからもご覧になることができます。

「少子・高齢時代」への対応
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「
協
働
改
革
プ
ラ
ン
」
の
実
施
に
よ

り
、
平
成　

年
度
予
算
で
は
、
計
画

１６

し
て
い
た
節
減
額
を
上
回
る　

億
８

１２

千　

万
円
の
節
減
を
図
り
ま
し
た
。

７１０
そ
の
主
な
実
施
事
項
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

計画と予算の実施効果額

１６年度予算計　　画実　施　項　目

3,750万円820万円市 民 協 働

2,290万円40万円行政システムの改革

2億9,670万円2億3,730万円財 政 構 造 の 改 革

9億3,000万円6億2,160万円サバイバルへの緊急対策

12億8,710万円8億6,750万円計

・祝津地区の温泉源は民間活力により開発

・行政ボランティアを公募し登録者データ情報

　を提供

・民間団体によりゴーカートを運営

・地域の皆さんによる公園などの自主的な管理

　を推進

・ＮＰＯなどのためのまちづくりネットワーク

　形成へ向けた準備

・総合福祉センターの入浴料やふれあい市民農

　園の経費の一部を利用者が負担

・各種講座の実費を参加者が負担

・除雪の出動基準を見直し

政策・事業決定への市民参加
・市民参加による団体補助金や審議会の見直し

・ホームページの充実により情報提供を拡大

　　市民協働
民間能力の活用

公共サービスの範囲と負担の見直し

・特別・企業会計への繰出金の圧縮

・建設事業の一般財源を圧縮

・団体補助を中心に対象経費の見直しや自主財

　源の活用・確保などによる１０％削減

・内部管理経費の徹底した削減

・期末勤勉手当を独自に削減

　　サバイバルへの緊急対策

・図書の検索、予約、貸し出しシステムの本格

　稼動

・各種申請書の様式をパソコンからダウンロー

　ド可能に

・サービスセンターの窓口を、転入・転出の多

　い３・４月に時間延長

・児童館・児童センター、児童クラブの開館時

　間を延長

・一時保育の拡大と休日保育を開始

・学校改築計画や余裕教室の活用計画を推進

・中島小学校と日新小学校にスクール児童館を

　新設

・白鳥保育所、スクール児童館の運営、広報む

　ろらんの編集の一部を委託

・中央卸売市場の管理業務を一部委託

　　行政システムの改革
公共サービスの利便性の向上

施設の見直し

民間委託の推進

外郭団体等の見直し

・リサイクル推進員を廃止

・電動生ごみ処理機、コンポスト購入助成を廃止

・各種表彰経費（記念品など）を見直し

・祝津交通公園のゴーカートを廃止

・旅費制度を見直し

・寒冷地手当を引き下げ

・退職手当を引き下げ

・市有地の売却を促進

・市のホームページに広告を掲載

　　財政構造の改革
事務事業の評価と見直し

歳出構造の見直し

人件費の圧縮

歳入確保の取り組み

※平成１６年度予算で見直した主な事業（２４事業）に
ついて「事務事業評価」を実施しました。詳細は４
月１２日から財政課（本庁３階）、東・中島サービス
センターのほか、室蘭市のホームページからもご覧
になることができます。



◆
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
り
、
養
育
に
関

す
る
情
報
提
供
や
、
学
習
の
場
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
余
裕
教
室
を
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
支
援
の
場
と
す

る
ほ
か
、
父
母
と
教
育
・
保
育
職
員
と
の
交

流
を
通
し
て
、
家
庭
教
育
の
大
切
さ
を
発
信

し
ま
す
。 

◆
幼
稚
園
へ
の
2
歳
児
入
園
に
つ
い
て
、
関

係
者
と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。 

◆
教
職
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
の
研
究
を

積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
家
庭
学
習
の
充
実

に
向
け
て
保
護
者
と
教
職
員
と
の
連
携
を
深

め
ま
す
。

◆
子
供
た
ち
の
「
豊
か
な
心
」
を
は
ぐ
く
む

た
め
、
協
力
者
の
支
援
を
得
て
、
学
校
外
で

の
体
験
学
習
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。 

◆
ス
ク
ー
ル
児
童
館

を
中
島
小
学
校
と
日

新
小
学
校
に
開
設
し
、

平
成　

年
度
に
は
知

17

利
別
小
学
校
で
も
開

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
館
・
児

童
ク
ラ
ブ
の
開
設
時

間
を
延
長
し
、
放
課

後
児
童
対
策
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

◆
市
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
蔵
書
検
索
や

貸
出
予
約
シ
ス
テ
ム
を
整
え
ま
し
た
が
、
利

便
性
の
向
上
に
今
後
も
努
め
ま
す
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
支
援
に
よ
る
「
本
の

読
み
聞
か
せ
」
の
機
会
を
充
実
し
て
い
く
と

と
も
に
、「
室
蘭
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推

進
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。 

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業
や
、

調
べ
学
習
な
ど
、
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
豊
か
に

し
て
い
く
と
と
も
に
、
教
職
員
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
活
用
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◆
小
学
校
か
ら
外
国
の
生
活
・
文
化
に
親
し

め
る
学
習
活
動
を
進
め
、
英
語
指
導
助
手
と

連
携
し
な
が
ら
児
童
生
徒
の
国
際
的
な
視
野

の
育
成
に
努
め
ま
す
。 

◆
特
別
支
援
学
級
を
、
新
た
に
小
学
校
２
校
、

中
学
校
２
校
に
開
設
し
ま
す
。 

◆
学
校
運
営
や
、
通
学
区
域
の
児
童
生
徒
を

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
見
守
る
学
校
評
議
員
の
本

格
的
な
導
入
を
図
り
ま
す
。 

◆
学
校
の
二
学
期
制
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

関
係
者
と
協
議
を
行
い
、研
究
を
進
め
ま
す
。 

◆
連
続
性
・
継
続
性
の
あ
る
教
育
活
動
を
行

う
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
、
確
か
な
学
力
と

個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
視
点
で
研
究
を
行
い

ま
す
。 

◆
子
供
の
様
子
を
的
確
に
把
握
し
、
児
童
施

設
、
学
校
、
家
庭
が
密
接
に
結
び
つ
く
取
り

組
み
を
強
化
し
ま
す
。

◆
虐
待
や
不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応
と

し
て
、教
育
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

◆
不
審
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
学
校
職
員
が

一
体
と
な
り
、
緊
急
事
態
へ
の
対
応
に
つ
い

て
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
へ

的
確
に
情
報
を
公

開
し
、
連
携
の
強

化
に
努
め
ま
す
。 

◆
学
校
と
家
庭
が

連
携
し
、
食
事
を

通
じ
て
社
会
性
を

は
ぐ
く
む「
食
育
」

の
充
実
に
努
め
ま

す
。 

◆
文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
学
校
の
余
裕
教
室
の
活
用
を
含
め
て

利
用
施
設
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
講
座
の
見
直
し
を
進

め
な
が
ら
生
涯
学
習
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

◆
学
習
機
会
等
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
、
検
索
で
き

る
よ
う
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◆
種
目
や
世
代
、
技
術
を
超
え
て
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

の
設
置
を
促
進
し
ま
す
。
文
化
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
は
、
学
校
の
余
裕
教
室
の
活
用
な
ど
に

つ
い
て
、
文
化
団
体
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

◆
文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
国

の
指
定
史
跡
で
あ
る
南
部
藩
陣
屋
跡
が
、
開

設
以
来　

年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
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特
別
展
や
学
校
で
の
巡
回
展
を
行
い
ま
す
。

◆
「
港
の
文
学
館
」は
、図
書
館
か
ら
分
離
し

た
独
立
施
設
と
し
て
管
理
運
営
を
進
め
ま
す
。

◆
男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
地

域
や
関
係
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
推
進
体
制

を
整
備
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◆
成
徳
・
御
前
水
中
学
校
を
統
合
し
、
平
成

　

年
度
に
開
校
予
定
の
星
蘭
中
学
校
の
校
舎

18建
設
に
着
手
し
ま
す
。
朝
陽
・
母
恋
小
学
校

の
統
合
に
つ
い
て
は
、
統
合
推
進
協
議
会
と

協
定
を
結
ぶ
と
と
も
に
、
基
本
設
計
を
進
め

ま
す
。

◆
公
立
高
校
の
統
合
再
編
に
つ
い
て
は
、
方

向
性
が
明
ら
か
に
な
り
次
第
、
高
校
対
策
協

議
会
で
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
平
成　

年
度
か
ら
の
公
立
高
校
の
通
学
区
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域
拡
大
に
伴
い
、
生
徒
、
保
護
者
へ
の
進
路

指
導
に
、
き
め
細
か
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

教育行政
方針説明
「人を大切にする心」の育成に
向けて取り組む、教育行政方針
の５つの基本方針と重点施策の
概要をお知らせします。

教
育
行
政
方
針
説
明
を
行
う

門
馬 
一  
三  
四 
教
育
長

ひ 

さ 

し

家
庭
・
地
域
と
と
も
に

子
供
を
育
て
る
取
り
組
み

貴重な歴史を残す
国の指定史跡
「南部藩陣屋跡」

学校と家庭が連携し、「食育」の充実に努める

時
代
の
進
展
に
対
応
す
る

教
育
の
充
実 

安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
の
充
実

市
民
と
協
働
す
る
生
涯
学
習
の
推
進 

将
来
を
見
据
え
た
計
画
の
推
進

７


